
確かな学力および主体的に学習に取り組む態度の育成 

教師の専門性の向上を目指し、児童が「分かった」「できた」と成就

感を味わい、教師も児童も自己実現できる授業とするため工夫改善に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度           学力向上を図るための全体計画            
  ６３ 練馬区立南が丘小学校 

  ＜関係法令等＞ 
・日本国憲法 
・教育基本法 
・学習指導要領等 

 
 
 
 
 
 
 

 ＜学校教育目標＞  けやきの子  

◎かしこく  やさしく  たくましく 
 社会に貢献しようとする高い志をもち、知恵と実践力を備え、他者
と協働しながら、価値を創造していける自立した人間を育てるために
小学校の発達段階に応じた教育の役割を果たしていく。 

 
 
 
 
 
 

＜期待する児童像＞  
自分の考えをもつ子 
分かりやすく話そうとする子 
考えのよさを認めあえる子  

各教科の指導の重点 
（国語）音読や漢字の繰り返し練習や
読書指導を充実させるとともに、自分
の考えを伝え合う力を高めるための指
導の充実を図る。 
（社会）地域社会から学ぶ体験的な学
習や問題解決的な学習を充実させ、学
習内容の定着を図る。 
（算数）平成２７年度から令和２年度
まで継続した校内研究の実践を生かし
思考力・表現力を高める指導の充実を
図る。 

（理科）観察・実験に重点をおき、主
体的な学習を通して、基礎基本の定着
を図る。 
（生活）具体的な活動や体験、他との関
わりを通して、生活上必要な習慣や技能を
身に付け、自立への基礎を養う。 
（音楽）さまざまな音楽活動から基礎
的な知識・技能を身に付け、豊かな情
操を培う。 
（図画工作）造形的な創造活動の基礎
的な能力を育てる。 
（家庭）個に応じた指導を工夫し、日
常生活に必要な基礎基本の力の定着を
図る。 
（体育）運動を楽しむ活動やめあて達
成に向け友達と関わりながら工夫して
運動に取り組む活動を充実させ、運動
に親しむ資質や能力を育てるとともに
体力の向上を図る。 

（外国語）日本語と外国語との違いに
気付き、これらの知識を理解するとと
もに、読むこと、書くことに慣れ親し
むことができるようにする。外国語の
語彙や基本的な表現を推測しながら読
んだり、語順を意識しながら書いたり
して、自分の考えや気持ちなどをすす
んで伝え合うことができる基礎的な力
を養う。 

 
                「特別の教科 道徳」の指導の重点 

道徳的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方につい

ての考えを深める学習を通して、道

徳的な判断力、心情、実践意欲と態

度を育てる。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 

 
子供たち一人一人を大切にする学校 
確かな学力を身に付ける学校 

 
・子供たちの学ぶ意欲を大切にして、基礎的・基本的な学習内容が身
に付く「分かる」「できる」授業を実施していく。 

・全ての授業において、学習に臨む姿勢（学習規律）、ノート指導な
どをまとめた「がお小スタンダード」を踏まえた授業に取り組む。 

・校内研究を中心に、思考力・表現力の育成を目指すとともに、教師
の授業力向上を目指す。 

・ＩＣＴ機器を適切に活用するとともに、学習の成果を的確に捉えた
指導と評価の一体化を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

生活指導の指導の重点 
・児童一人一人を理解し、自主的 

な行動をとれる児童を育てる。 
・日常生活の基本行動の仕方を教 

え、望ましい生活習慣を育てる。 
・生命尊重の心を養い、すすんで 

健康安全に心を配る児童を育て 

る。 
・児童相互の人権を尊重し合う人 

間関係の育成に努める。 
・児童の個性や能力の伸長を図り自

己実現が図れるよう支援する。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

   

 
 
 
 
 
 
 

特別活動の指導の重点 
・児童の人間関係を育み、友達と 

助け合う心と豊かな心を育てる 

ため、異年齢集団活動の充実に 

努める。 
・児童による自発的、積極的な取 組

を通して、一人一人の児童に自分へ

の自信をもたせ、よりよい生活や人

間関係を築こうとする自主的、実践

的な態度を身に付けられるように

指導する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
総合的な学習の時間の指導の重点 
横断的・総合的な学習や探究的な学

習を通して、自ら課題を見付け、自ら学

び、自ら考え、主体的に判断し、よりよ

く問題を解決する資質や能力を育成す

る。 

また、学び方やものの考え方を身に

付け、問題の解決や探究活動に主体的、

創造的、協同的に取り組む態度を育て、

自己の生き方を考えることができるよ

うにする。 

 

キャリア教育の指導の重点 
・自分や友達のよさに気付き、得意

分野を伸ばし、学び合い、助け合

おうとする態度を育てる。 

・将来への夢や希望をふくらませな

がら、学ぶことや働くことの意義

を理解できるようにする。 

・目標に向かって努力し、自ら課題

を見付け、自分でやり遂げようと

する態度を育てる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
外国語活動の指導の重点 

・言語や文化について体験的に理解を
深める。 
・積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図る。 
・外国語の音声や基本的な表現に慣れ親
しむことができるようにする。 

 

 

 
                                   

本校の授業改善に向けた視点                                

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 小中一貫教育の視点 

・体験的・問題解決的な学習を重視する。 
・習熟度別指導や主体的・協働的な学び

を生み出す指導の工夫をする。 

・発展的な学習、補充的な学習をする。 

・個に応じた指導の工夫をする。 
・タブレット、実物投影機等のＩＣＴ機器を活用

する。 
・言語活動の充実を図る指導を工夫する。 

・児童による評価および教員による自己評

価を活用し、指導の改善を図る。 

・週３回の朝学習の時

間 （１５分間）を活用

して、漢字、計算等を

行う。週１回の朝読書

、ICT機器を使った学

習を行う。 

・固定時間割を調整し

て習熟度別指導の時

間を確保できる指導

体制をとる。 

・「思考力・表現力を高める

指導の工夫～自分の考えを

筋道立てて伝えられる児童

の育成～」を研究主題に設

定し、授業研究や研修を通

して、指導の工夫を追究し

ていく。 

・計画的に授業研究、校内研

修を行い、指導の工夫等を

検証していく。 

・週ごとの指導計画

の活用を通して、

日々の授業改善に

努める。 
・座席表などを活用

して一人一人のよ

さや学習状況を見

取る。 
・評価規準を活用し

ていく。 

・感染症対策を講じ、土曜授業公開や

道徳授業地区公開講座を実施する。 

・保護者による読み聞かせや未来塾な

ど、ゲストティーチャーとして地域

人材を活用する。 
・保護者・地域による評価を活用し、

指導の改善を図る。 

・小中連携クリエーターを中心に

小中一貫教育の充実を図る。 

・外国語活動、外国語科、英語

の、小中の円滑な接続を目指

す。 

・過去に作成した、国語、算数

・数学、理科の課題改善カリ

キュラムの活用を図り、授業

改善を行っていく。 

 

１ 体力の向上 

○新体力テストの活用 

○縄跳び運動の継続、発表会でも成就感 

○外遊びの励行 

２ 安全、安心、楽しい学校生活 

 ○交通安全指導、避難訓練の計画的な実施 

○「自分の身は自分で守る」児童の育成 

○不審者、侵入者対応等安全確保の徹底、セーフ

ティ教室の実施 

○情報モラル教育、薬物乱用防止教室の実施 

３ 事故発生に素早く対応(落着いた初期対応が重

要) 

○特に首から上のけがや子供同士のトラブルへの

迅速な対応 

○発生する前に兆候を把握した未然防止の視点強

化 

○管理職への報告・連絡・相談・記録の確実な実

施 

３ 共通認識に基づく指導の徹底 

○基本的生活習慣の徹底（あいさつ・返事・後始

末・言葉遣い･感謝の心）【がお小スタンダード】 

４ キャリア教育の推進 

○自分のよさや可能性の発見 

○将来に対する夢や希望の醸成 

○望ましい勤労観の育成 

５ 新型コロナによる感染症への予防対策 

○ガイドラインに沿った対応 

・言語活動の充実による言語能力 

・読書活動による多くの語彙や 

多様な表現力の向上 

・思いや考えを基に構想する力 

何が身に付いたか 

 

 

何を学ぶのか 

・各教科における言語能力や情報活

用能力の向上を柱に問題解決的な

思考力・判断力・表現力を身に付け

る。 

・読書活動の充実により、想像力、

情報集力・活用能力の向上を図る。 

・健康・安全・食に関する力を身に

付ける。 

・自然環境や資源の有限性等の中

で、持続可能な社会をつくる力を身

に付ける。 

 

子供の発達をどのように

支援するのか 

 

どのように学ぶか 

・ＩＣＴ機器の活用 

（タブレット、大型提

示装置、書画カメラ、

デジタル教科） 

・特別支援教育の推進 

（ｓｃ、ｓｓｗｒ、心の

ふれあい相談員、巡

回心理士との連携） 

 

「主体的な学び」 

・見通しをもって粘り強く取り組む。自

己の学習活動を振り返り次につなげる。 

「対話的な学び」 

・子供同士の協働、教師や地域の人との

対話を通じて自己の考えを広げ深める。 

「深い学び」 

・既習の知識を相互に関連付けて深く

理解し、問題を見いだして解決策を考

え、思いや考えを基に想像する。 

 

実施するために何が必要か 

 

何ができるようになるか 

個別最適な学び 

協働的な学び 

【家庭・地域との連携・協働】 

①保護者・地域の人材の活用 

②幼保小の連携、小中一貫教育 

③体験活動の充実 

【教職員の連携】 

①認め、励まし、褒める指導体制 

 一人一人に居場所のある学級経営 

②言語環境の整備 

③校内研究会の充実・深化 

④専門性獲得の研究 （教科担任性） 

授業のプロから学びのマネージャーへの転換 

 

・主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善 

・学習評価の充実 

 

【個に応じた支援と指導の充実】 

子どもたちの個性や特性を的確に捉え、学年・専科等で指導上必要な 

情報を適切に共有し、個に応じた支援と指導を充実させる。 

校内研究を柱として「授業力向上」の視点を常にもち、指導と評価の 

一体化を図る。 


